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論　文
１　ティーチング・ポートフォリオとラーニング・ポートフォリオの可能性　土 持ゲーリー法 一　
11　医学部医学科臨床入門科目「PreBSL」における模擬患者による医療面接実習の教育効果　大 串 和 久　
17　医学部医学科３年生に対するチュートリアル導入授業―「ラージクラス・チュートリアル」による試み―　加 藤 博 之　
27　少年司法教育のすすめー２００７年度オムニバス講義の効果と課題　飯　　考 行　
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講演会及び研究集会の記録
43　平成２０年度ＦＤ講演会
43　⑴「エデュケーショナル・デベロップメント（ＥＤ）―カナダにおけるファカルティ・デベロップメント（ＦＤ）の範囲と
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61　⑶「2008 POD Network/NCSPOD カンファレンスでの成果(Achievement at 2008 POD Network/NCSPOD Conference) 」
　　　医学研究科病理生命科学講座　鬼島　宏
71　平成２０年度ＦＤワークショップ
　　　講義「ティーチング・フィロソフィーのステートメント－ティーチング・ドシエの核心」
　　　カナダ・ダルハウジー大学学習・教育センター長リン・テイラー（Lynn Taylor）
78　平成２０年度特別教育研究経費「ティーチング・ポートフォリオを活用したＦＤ活動の展開」海外出張報告
78　　⑴ＩＣＥＤ(The International Consortium for Educational Development)
79　　⑵西オーストラリア大学
81　　⑶ＰＯＤネットワーク（The Professional and Organizational Development Network in Higher Education, POD）
83　第５回弘前大学ＦＤワークショップ「単位の実質化を踏まえた能動的学習の促進」
　　　（『２１世紀教育センターニュース』より転載）
86　弘前大学高大連携シンポジウム「推薦入学者に対する学習支援」（『２１世紀教育センターニュース』より転載）
その他
89　「授業改善におけるＦＤワークショップの新たな方向性～学生参加型の意義～」
　　　（『２１世紀教育センターニュース』より転載）
91　他大学の授業改善への取組の紹介
91　　⑴秋田大学医学部保健学科の取り組み
92　　⑵明治大学図書館の取り組み
94　国際シンポジウム「日本のＦＤの未来」（京都大学高等教育研究開発推進センター）
98　特色ＧＰシンポジウム「学士課程教育と一年次教育の役割」（玉川大学コア・ＦＹＥ教育センター）
101 特色ＧＰシンポジウム「大学における『学びの転換』と学士課程教育の将来」（東北大学高等教育開発推進センター）
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『21 世紀教育フォーラム』刊行及び投稿規定

１．本『フォーラム』は、高等教育に関する実践的・学術的研究の成果を公表することを目的に刊行する。
２．発行は原則として年１回、３月末とする。
３．原稿の締切は概ね１月上旬とする。
４．論文の本文は横書きの和文又は英文を原則とする。
５．各論文の長さは図表等を含めて、４００字詰め原稿用紙に換算して５０枚以内とする。
６．原稿の作成に際しては所定の執筆要項（別掲）に従うものとする。
７．翻訳・書評・提言に関しては編集委員会で決める。
８．校正は原則として著者が行い、３校までとする。
９．別刷を希望する場合は、投稿の際に必要部数を申し出る。経費は著者負担とする。
10. 本『フォーラム』に掲載される内容は、センターのホームページで公開される。

この規定は、平成 17 年 11 月から施行する。

『21 世紀教育フォーラム』執筆要項

１．原稿は、手書きの場合字数が明確になるよう原稿用紙に記載する。また、タイプライターやワードプ
ロセッサー等を用いる場合にはＡ４版の用紙に印字する。原稿は３部提出する（３部のうち２部はコ
ピーでかまわない）。なお、ワードプロセッサー等による原稿には、使用したハードウエア及びソフ
トウエアを明記したフロッピーディスク等を添付することが望ましい。

２．原稿には論文題名、著者名及び所属が和英両語で記載されていなければならない。
３．本文の前に要旨 (Abstract) 及びキーワードを置く。要旨は和文の場合には４００字以内、英文の場合

には１２０語以内とする。キーワードは数語以内とする。
４．文献の引用は原則として本文中の該当箇所の右肩に片括弧付きの番号で表示し、出典は本文末尾に一

括して記載する。その際、雑誌の場合は著者名、論文等の題名、掲載誌名、巻・号、ページ、発行年
を、また、単行本の場合は著者名、書名、出版社名、ページ、発行年を記載することを原則とする。

５．印刷に当たって指定したい事項（字体、下線、図表の挿入箇所など）は原稿内に朱書するなどして明
示する。

６．図表（写真を含む。白黒のみ）はなるべく少数にとどめ、本文原稿中に挿入することを避け、原則と
してひとつずつＡ４版程度の白色台紙に貼り添付する。なお、図表の表題、指定事項等は台紙の端に
記載する。また、図表は直接製版できるような明確なものとし、図中に文字などを写植する必要があ
る場合には明確に指示する。

７．原稿の提出に際しては所定の「投稿申込書」を添付し、編集委員に確認を受ける。



『21 世紀教育フォーラム』編集委員会

編集委員長　　　土持ゲーリー法一（２１世紀教育センター高等教育研究開発室）

編 集 委 員　　　大　髙　明　史　（教育学部）

　　　　　　　　檜　垣　大　助　（農学生命科学部）

　　　　　　　　猪　瀬　武　則　（教育学部）

編　集　後　記

　『21 世紀教育フォーラム』（第４号）を発刊することができました。本号には４本の論文を寄稿してもらいました。

教育・学生委員会との共催による６月のＦＤワークショップでは、はじめての学生参加型による授業シラバス作成の

ための一泊二日の研修を行い、他大学からの参加者もありました。弘前大学では、文部科学省から平成 20 年度特別

教育研究経費「ティーチング・ポートフォリオを活用したＦＤ活動の展開」を受け、ＩＣＥＤ国際会議、西オースト

ラリア大学、ＰＯＤネットワーク年次大会など先進諸国におけるＦＤ / ＥＤの取組・実践に参加して、本学の授業改

善に還元しました。11 月のＦＤ講演会では、カナダ・ダルハウジー大学学習・教育センター長リン・テイラー博士（Lynn 

Taylor）を招聘して、「エデュケーショナル・デベロップメント（ＥＤ）―カナダにおけるファカルティ・デベロッ

プメント（ＦＤ）の範囲と意義の再定義」と題して特別講演をしてもらい、引き続き、ＦＤワークショップでは、「ティー

チング・フィロソフィーのステートメント－ティーチング・ドシエの核心」の講義の後、参加者の日本語によるティー

チング・ポートフォリオ作成の研修を行いました。参加者のメンターは、カナダ・ダルハウジー大学における研修で「認

定書」が授与された本学教員で、全国でもはじめての試みでした。これらの成果は、本学の「教育者総覧」に活かさ

れるものと期待しています。

（土持ゲーリー法一）
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